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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・
コミュニケーション

人間関係・
社会性

主な行事等

季節行事…初詣・お花見・夏祭り・ハロウィンパーティー・クリスマス会等
外出行事…川遊び・公園・ミカン、リンゴ狩り体験・外食体験・お買物体験・工場見学・科学館、海の中道海浜公園等
その他の行事…体操教室・タイピング学習・誕生日会・工作・絵画・食育・飼育・歴史学習・避難訓練・地域清掃活動等

家族支援
発達状況や特性の理解に向けた相談援助等の支援
レスパイトや就労等の預かりニーズに対応するための支援

移行支援
具体的な移行先との調整、情報収集等の相談支援
相談支援事業所や福祉サービス事業所との連携

地域支援・地域連携 公園での活動、地域の清掃活動等、地域との交流の機会を図る 職員の質の向上
事業所内研修の実施、外部研修・オンライン研修等の参加
自己評価を活用し、課題把握・改善を行う

支　援　内　容

本
人
支
援

・整理整頓、準備や片付けによる基本生活習慣の形成　　　　・魚類、植物を育て命に向き合い、人と生物の共生の実感体験
・時間を区切ることで見通しをつけた規則正しい活動　　　　・クッキングを始めとした食育（偏食の改善）

・NPO法人ココフル体操教室による体幹トレーニング　　　　　・パルクールで跳び箱、ラダー等を使った運動療育　　　　　・知育玩具、指先の発達、五感の刺激、問題解決能力向上
・リトミック等音楽に合わせたリズム療育　　　　　　　　　　・公園活動での遊具をつかった運動能力、動作の感覚統合療法

・科学の実験で現象を対象に、経験的に論証して　　　　　　・マダーミステリー（推理）で短期記憶による種々の認知課題の遂行中に
　系統的な合理的認識を図る　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理を行い推理し、作動記憶（working memory)の強化を図る
・工作（紙粘土、スライム等）により物質の変化と感覚
　の認知形成

・ふわふわ言葉、ちくちく言葉を学び、場に応じた適切な言葉の選択
・Social Skill Training（ロールプレー）で場面の設定を行い、
　コミュニケーションの向上を図る

・外出体験で社会の仕組みを知り、社会性　適応力を身に付ける
・朝、帰りの会での司会、発表を通して自身の考えを他者へ伝え
　他者の意見を聞く事で相互理解を深めていく

法人（事業所）理念 子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、将来へつながる支援を行う。

支援方針
発達状況や特性、特長に合わせた一人ひとりの目標を設定し、その個性を最大限に発揮できるような支援を行う
一人ひとりの児童にあった支援計画をもとに、集団のなかで様々な刺激を受け、身に付くソーシャルスキル等お友達や先生と楽しく学べるプログラムを意識する

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービスやさしさいっぱい天神 支援プログラム 作成日


